
マスター タイトルの書式設定

～ 公共工事と建材メーカー製品をつなぐ ～
「建設MiL」ご案内資料



マスター タイトルの書式設定

公共工事従事者の「建設MiL」活用

What?

「建設物価」「NETIS」
公共工事採用実績の高い製品

を掲載

Who?

Why?When?
Where?

How?

ユーザー層
・建設コンサル

・官公庁
・ゼネコン等

「比較表」より
複数製品を
検討比較

「建設MiL」と公共工事の関わり

「建設MiL」は公共工事の設計・計画担当者の
声から生まれた建設業専門型ポータルサイト
です。

公共工事に従事する建設コンサル、官公庁、
ゼネコン等へ建材メーカー様製品の情報提供
を行っています。

ユーザーが求める製品情報
を豊富に掲載

公共工事「設計」「計画」
段階で活用

“5W1H”

公共工事における「建設MiL」活用
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“What’s” 建設MiLとは?

・Maker（企業）
・Material（材料）
・Method（工法）
（Construction method）

・information

・List

POINT

１ サイト名称の意味は?
POINT

２ 掲載されているデータは?
POINT

３ 資材・工法の登録分類は?

建設MiL 月間PV数

登録資材は?

月刊「建設物価」に収録
されている製品を中心に
約33,000点を収録

登録工法は?

国土交通省「NETIS」に掲載
されている技術、掲載終了技術
を中心に約4,000点を収録

登録企業は?

建材メーカーを中心に
約7,000社の情報を収録

資材は「建設物価」分類

工法は通称「赤本」分類
約960,000

M

i

L
公共工事の設計単価に用いられる
「建設物価」。編(大)、柱(中)、
帯(小)で構成さる分類を建設MiL
で使用しています。

国土交通省の「土木工事積算基
準書」。共通、河川･道路、機械、
電気通信編に収録される分類を
建設MiLで使用しています。

※2023年1月値
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“Who’s” 誰に建設MiLは使われるの?

建設コンサルタンツ協会会員の約500社
にご利用いただいています。
公共工事の施工計画～維持管理まで重要な
セクションを担う建設MiLコアユーザーです。

建設コンサルタント様

建設MiL 月間UU数

72,000

・道路
・橋梁

・河川、砂防
・海岸、港湾

・都市計画
・空港・鉄道

・下水道
・工業用水道

・農業土木
・森林土木

建設MiLご利用のコンサル部門様

ゼネコン・土木工事事業者様

官公庁様

設計コンサル, 

34%

ゼネコン, 

17%

土木工事業, 

12%

建築工事業, 

11%

その他, 

14%

官公庁, 

12%

※2023年1月値

･建設技術センター
･地域づくり協会
･建設技術公社

公共工事の受注者である大手ゼネコン
中堅ゼネコン、地場ゼネコン、
そして社会資本を支える道路会社や
土木工事会社にご利用いただいています。

価格情報サイト「Web建設物価」会員にも資材
価格の参考情報として活用されています。

･国土交通省
(直轄土木工事 発注機関）
･都道府県・市町村機関
(土木、河川、下水、建設部門）

・工事計画部門の方々
・積算部門の方々

建設MiLご利用のゼネコン部門様

発注者支援機関様建設MiLご利用の官庁様

公共工事の予算化と意思決定。
「経済性」や「耐久性」など
高品質製品に注目しています。
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“Why” なぜ建設MiLは使われるの?

公共工事「設計・計画」段階では様々な条件のもと製品選定が行われます。
公共工事従事者は課題解決できる製品を必要としています。

経済性

建設MiLはこれらの課題に役立つ情報を公共工事従事者へご提供。
豊富なコンテンツと情報量で定期的に訪問するユーザー様と建材メーカー様製品
の接点強化を図ります。

厳正な予算計画

施工の効率化 選定の妥当性
NETIS
義務化

税金で賄う公共工事は
“経済性”を重要視します。
適切な社会資本整備に向け
より良い製品を採用します。

品質はもとより、担い手不足
の解消に貢献する工程短縮、
生産性向上に寄与する製品は
高い注目を集めています。

建設現場の生産性向上 複数製品による比較

信頼ある製品の採用に向け
他現場での採用実績や
詳細情報を比較します。

2020年10月より
NETIS義務化

NETIS掲載技術だけでなく、
掲載終了技術も高い需要を集
めています。
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“when,where”  どんな場面で建設MiLは使われるの?

発注者への調査報告
補修 or 新設等を協議、
発注者と方針決定。

現地の課題は?
電柱、鉄塔、埋設物は無いか
機材や重機の搬入経路確認。

建設コンサル様の公共工事業務フローと「建設MiL」活用

現地調査 工事方針決定 情報収集 比較検討 採用 工事 維持管理

工事採用に向けた資材・工法の情報
収集を行います。

情報収集した資材・工法を比較に並べ
特徴や経済性を考慮しながら選定業務
を行います。

建設MiLに登録されている
建材メーカー様の資材・工法より
概要・特徴・カタログ・動画等を
検索閲覧します。

施工と維持管理
発注者、ゼネコン、工事会社、メーカー、
建設コンサルと連携しながら社会基盤を整備。

公共工事を進めるフェーズ「設計・計画」において建設MiLをご活用いただいています。
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“How”  どうやって建設MiLを使うの?

「建設MiL」機能の”比較表”出力により各メーカー製品の品質比較を行います。

建設コンサルタント様

今回の現場に最適な製品は・・・

発注者・建設コンサルタント様
採用打ち合わせ

今回の現場には
こちらの製品で

「建設MiL」機能 比較表Excel出力（補足情報の加工）
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

“ request” 建設コンサルタント様からのリクエスト

建設MiLは建設コンサルタント様へ定期的なヒアリング調査を実施 ご要望をコンテンツへ反映しています。

建設コンサルタント様のご要望

コンサル業務部門の関心が高い
特集を作って欲しい

i-Constructionの流れもあり
メーカー新製品の情報が欲しい

NETIS新規登録情報だけでなく
旧登録情報も欲しい

発注者からの信頼を得られるよう
製品の公共工事実績が見たい

災害対策イラストマップ新製品・新工法紹介NETIS登録終了技術の拡充公共工事採用実績特集

特集詳細建材メーカー様より募集中NETIS工法取得のメーカー様
へ掲載ご案内

「建設物価」
広告スポンサー様へご提供

建設MiLへの情報強化と特集開設

2022年4月より掲載開始
月毎にメーカー様の新製品を
ご紹介します。

2022年4月より特集開始
マップから各特集へ遷移
記事や製品をご紹介します。

国土交通省NETISでは閲覧で
きない情報も建設MiLで収録。
（2022年4月現在で657件を登録）

メーカー様製品の施工事例、
採用理由、実績一覧を中心に
ご紹介します。

Next page 
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マスター タイトルの書式設定公共工事における「建設MiL」活用

建設コンサルタント様から注目度の高い災害関連特集を開設しました。

その他、様々な広告ラインナップをご用意しております。詳しくは弊社営業担当者までお問合せ下さい。

広告

MAPから特集コーナーへ遷移

記事形式で貴社製品をご紹介します
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マスター タイトルの書式設定

お問い合わせ・各種ご案内

株式会社建設物価サービス メディア事業部

https://www.k-mil.net

info@k-mil.net

〒103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町10-11 日本橋府川ビル

03-5649-8581
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